気がする。 それが 生徒に 腹 を 立てて どなりつけ るので 

はなくて、 いったい どうして 生徒が そういう 不都合 を 

あえてす るかと いう ことに 関する 反省と 自責 を 基調と 

する 合理的な 訓戒で あつたの だから、 元来 始めから 悪 

いに きまって いる 生徒ら は、 針で さされた 風船 玉の よ 

うに 小さくな つてし まった。 化学の K 先生が そばに い 

て 取り成しの 役 を 勤められた のにお 任せして とにかく 

一 同で 謝罪と 謹慎の 意 を 表して ゆるして もらう ことに 

なった ので ある。 

われわれの 在学 中 田 丸 先生 は ほとんど 一 度 も 欠勤 さ 

れ なかった ような 気がする。 当時 一方に は、 日曜の 翌 



日、 すなわち 月曜日と いうと 三度に 一度 は 必ず 欠勤す 

ると いう 先生 もいた ので、 田 丸 先生の 精勤 はかなり 有 

名であった。 

くま もと 

ある 時 熊 本の 町 を 散歩して いる 先生の 姿 を 見かけた 

そで ばか ま 

記憶が ある。 なんでも 袖の 短い 綿 服に もめん 袴 を は 

ま. お ま f. た 

いて、 朴 歯の 下駄、 握り 太の ステッキと いったよ うな 

いで 立ちで、 言わば 明治 初年の いわゆる 「書生」 のよ 

ずきん 

うな 格好 をして おられた。 そうして 妙な 頭巾の ような 

風変わりの 帽子 を かぶ つ て おられた ような 気がする。 

とにかく 他の 先生が たに 比べ てよ ほど 書生つ ぼい 質素 

で 無骨な 様子 をして おられた こと はたし かで ある。 



が この 愉快な 歌の リフレイン にな つ ていたの である。 

第二 学年の 学年 試験の 終わった あとで、 その 時代に 

は ほとんど 常習と なって いたよう に、 試験 をし くじつ 

た 同郷 同窓 のために、 先生が たの 私宅へ 押し かけて 「点 

を もらう」 ための 運動 委員が 選ばれた 時、 自分 も その 

一員に されて しまった。 そうして そのため にもう 一人 

の 委員と 連れ立 つ て 始めて 田 丸 先生の 下宿 を 尋ねた。 

にし こがいば し 

当時 先生の 宿 は 西 子 飼 橋と いう 橋の 近くで、 前記の 化 

学の K 先生と 同宿して おられた。 厳格な 先生のと ころ 

へ、 そういう 不届き 千万な 要求 を 持ち込む の だから 心 

細い。 しかられる 覚悟 をき めて 勇気 を ふるって 出かけ 



ちょ つ とから か つ てみ る 気に も なられた ものであろう _ 

先生に 三角 を 教わり 力学 を 教わった ために、 始めて 

数学と いう ものが おもしろ いもの だとい うこと が 少し 

ばかり わかって 来た。 中学で 教わった 数学 は、 三角で 

も 代数で も、 いったい どこが おもしろい のか ちっとも 

わからなかった が、 田 丸 先生に 教わって みると 中学で 

習った ものと はまる でちがった ものの ように 思われて 

来た。 先生に 言わせる と、 数学 ほど 簡単 明瞭な もの 

はなくて、 だれでも 正直に 正当に やり さえ すれば、 必 

ずで きる にき まって いるもの だとい うので ある。 教科 

書の 問題 を 解く ので も、 おみくじ かなん か を 引く よう 



自分が 高等学校 を 出た 後 まもなく 先生 は 京都大学、 

ついで 東京大学に 移られ、 それから 留学に 出かけられ 

た。 帰朝 後い よいよ 東京へ 落ち着かれ たころ は、 

にし かたまち あけぼの ちょう 

西片町 へんにし ばらく おられて、 それから 曙 町へ 

しょうがい 

生涯 の 住居 を 定められた。 自分 は そのころ 

こ いし かわはら まち 

小石 川原 町に いて 曙 町に は 近い もの だから、 時々 ヴァ 

ィォ リン を さげて 行つ て は 先生の ピアノのお 相手をし 

た。 その ヴァイオリン はも はや 昔の 九 円ので はな かつ 

たので ある。 先生 はよ くシュ ー ベルトの 歌曲 を 歌って 

聞かせられ たが、 お得 意の レ ペルト アル は、 

st&ndcllep Am Meer, Im Dorfe, DOPIPIelTO&nTOer, 



Erik: ひ mg, Leiermann, Lindenbaum etc. であった。 

そ，^ 力、 り Reissiger の Zwei Grenadier と 力 Die uhr 

など もよ く 歌われた ものである。 いっかの ニュ ー トン 

祭に やはり この 「エルケ ー ニヒ」 か 何 か 歌われた こと 

が あると 思う が、 そういう ときで も 先生 は、 「要する に- 

やる という 事が ハウプト ザッ へだから …… 」 と 言つ て- 

決して 巧拙ので きばえな ど は 問題に されなかった。 

酒 も 煙草 も 甘い もの も いっさいの 官能的 享楽 を 顧み 

なかった 先生 は、 謡曲で も 西洋 音楽で も 決して それが 

ただの 享楽の ためではなくて、 やる ことが 善い こと だ 

から やる の だとい うように 見えた。 休日に 近郊な ど へ 



と 想像して みる。 先生 は やっぱり にこに こして、 何 か 

一 言ぐ らい 鋭い リマ— ク をされ て、 そうして、 それき 

りで ゆるして くださる であろう という 気がする ので あ 

る。 

(昭和 七 年 十二月、 理学部 会 誌) 
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